
 
 
 

 

 
編集後記 
『或問』第42号をお届けします。論考11編、
書評1編、翻訳1編が収められています。内容
的には歴史学、言語学、文芸史、地理学とな

っています。 
2022年は過ぎ去ろうとしています。振り返
ると、春頃まではオミクロン株による感染状

況が厳しく、対面による授業も危惧されまし

たが、それ以上ひどくなることはなく、ほっ

としました。入国を阻まれた留学生たちも

徐々に日本に入ってこられました。しかし、

秋にコロナの第八波がやってきました。行動

制限の措置は取られませんでしたが、毎週の

ようにクラスに感染者が出て、授業が休みに

なりました。感染者数も高止まりしていま

す。海の向こうは、方針転換のため感染者が

急増し、親族、友人、知人の殆どが感染して

しまいました。ワクチンと治療薬の重要性を

再認識させられました。 
一方、世界は徐々に正常化に向かっていま

す。編集子は10月と12月、3年ぶりに海外の
学会に出かけました。研究の仲間に直接会

い、コーヒ
ワ イ ン

ーを飲みながらの議論はどれだけ

有益か。2023年5月天津南開大学にて東アジ
ア文化交渉学会が予定されています。連続3
年間オンラインで開催されましたが、2023
年こそ、対面で開きたいものです。詳細は、

148頁の学会案内をご覧ください。 
巻頭の人物写真は、徐継畬（1795-1873）
と赫士（Watson McMillan Hayes，1857—1944）
です。詳細は、沈和氏と郭建福氏の論考を参

照して頂きたいと思います。 
次号は43号になり、2023年6月末を締め切

りとさせて頂きます。皆様のご寄稿を心待ち

にしております。 
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